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北大水産業報
33(1)， 9-23. 1982. 

北海道の淡水魚に関す~研究ー1. ピリンゴ Chaenogobiuscastαnea 
(O'SHAUGHNESSY)の産卵習性，生長及び分布

酒井光夫事・後藤 晃糾

Studies on the Freshwater Fish in Hokkaido， Japan -I. 
Breeding Habits， Growth and Distribution of a Goby， 
Chaenogobius castαne，α(O'SHAUGHNESSY). 

Mitsuo SAKAI* and Akira GOTO林

Abstract 

From 1980 to 1981， the breeding habits， grow色h品nddistribuもionof a goby， 
Chaenogobi制 ωstaneα(0.)，were studied in the Hekiriji River of自outhern
Hokkaido， Japal'. In addition， the geogr乱，phicdistribution of this species in 
Hokkaido was乱Isostudied durir:g 7 ye乱rsfrom 1975 to 1981. 
In the Hekiriji River， the spawning period of C.ωsta叫eαW制 estim晶もedもolasも

from the middle of May to late June， judging from the field collections ofぬe
deposited eggs and the monthly changes of G.8.1. (gonad-som晶ωindex). M阻 y
breeding-rooms of this species were observed on the muddy bottom in色he
shallow margin目。fthe estu乱ry.
80me aspects of the reproductive behavior were observed under the field 

and labor乱toryconditions. Before spawning， a ripe male prep乱reda room for 
breeding by utilizing the v乱cantliving-hole of乱kindof lugworm， N ereis sp.， or m乱.de
it by burrowing himself in the muddy bottゅm. .Af1旬rthe con自色，ructionof もhe
breeding-room， a gravid fem乱lelay on the muddy bo悦omnear the breeding-
room and disp¥品yedthe courtship beh肝 ior ag品instthe m品le. 8pawz由gw乱S
not observ品，blebecause it occuπ'ed in the breeding-room under the boもtom. Mter 
sp乱wning，the male rem乱inedin the breeding-room and protected the deposited 
eggs until hatching. 
The number of eggs per female was high¥y co訂'elatedwith the body lengもh

of the females. They ranged from 206 to 587 in the 1st year females (33.3-48.5 
mm 8.L.) and 482 to 1041 in the 2nd ye乱，rfemales (49.か68.6mm8.Lふ The
diameter of the fully ripe eggs varied from 1.23色o1.55mm. 
Eggs hatched over 14 days after fertiIization under the 1油oratoryconditions 

with the water temperature ranging from 18.0もo21.000. The旬ta¥length of 
hatchlings was 6.0 mm on the average. After life in the自抽 forabout 2 months， 
the juveniIes ascended up the river in schools from late july to early August， 
品ndc乱，rriedon the benthic ¥ife on the pools and shallow riffies ofもhelower reaches. 
The distribution of the adults in the river was restricted to the tidal zone ofもhe
¥ower r価。hω.
The sexual dimorphism in the body size was found in adul旬:ぬebody 
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length of females wωdistinctly larger than that of males. Such difference w品目
alre品dyrecognized in the juveniIes soon af句rascending up the river. The 
juveniIes of both蹴倒 grewrapidly untiI late September and蜘 medaImostもo
stop afi旬開ardsun“1 the following spring. The life span of this speciωwas 
estim乱tedto be about 2 ye紅白 inboth males and females. 
In this目tudy，i色W品目made cle晶，rthatO.ω8ta格仰W鍋島180distribuもedthroughOl油
乱ImoBもallof Hokkaido. In the p柑 ernof distribution of this speciω， however， 
Bome regional inclin乱tionswere recognized: O.ω8taneαinh乱，bitedmany river自
f乱cingthe Straits of Tsugaru and Nemuro， but the collections ofも，hisspecies 
were rare and discontinuous on the area乱longthe P品。ific乱ndOkhotsk Sea slops. 
Onぬebasis of the re日ultsstated above， some considerations w<紅白madeon the 

pa伽 rnof geogr乱phicdistribution in Hokk晶，ido，the breeding habits and the life 
hisもorytrai旬 ofO.ω8初旬ω.

緒雪

ピリンゴ Chaenogobiuscas伽 ea(0'5臥 UGHNESSY) は， 日本の各地の河川河口;域や汽水湖に棲息

するととが知られているクモハゼ科 (Gobiidaelの淡水魚である。

本種については，最近まで分類学上の混乱があった。というのは，高木1)2)が，従来ピリンゴとされ

ていた魚を形態学的に精査し，頭部感覚孔・上顎相対長・鱗・体側斑紋などの形態差K基づいて，ピ

リンゴとヲュズカケハゼRJwdonichthyslaeaisを区別するまで，両種がピリンゴとして扱われてきた

ためである。

ζうした事情とも係わり，とれまでピリンゴの生態や分布に関する研究は著しく少ない。道津S)は，

九州福岡市tとおげる本種の産卵習性，卵・稚仔の発生及ぴ食性について報告しているが， 生態的分布

や生長様式についてはほとんど触れなかった。従って， 本種の生活史については必ずしも充分に明ら

かにされているとは言えない。 また， ピリンゴの日本における地理的分布についても，宮地ら引は，

上記の分類学上の問題を考慮して，本州・四国・九州と記載しており， 北海道における地理的分布は

不明の状態にある。

本種は，北海道南部の河川河口域iとおいて高い密度で棲息し， 魚類群集の中で重要な生態的地位を

占めていると考えられる。ぞとで，本研究では， 北海道におけるピリンゴの生活史の内容を詳しく検

討する ζとを目的に，地理的分布及び河川内での生態的分布，生長，繁殖様式に関する調査を行った。

そしていくつかの新しい知見を得たので，その結果を報告する。

本文に入るに先立ち，本研究過程で指導と助言を頂いた， 北海道大学水産学部演回啓吉教授3 並ぴ

に有益な指摘を頂いた同大学山崎文雄博士及ぴ小野里坦博士K心から感謝を表する。長崎大学水産学

部道津喜衛教授及ぴ山口大学片山正夫名誉教授には有益な御教示を頂き， また，富山大学教育学部田

中晋助教授及ぴ北海道大学大学院生酒井治己氏には，標本の一部を分譲して頂いた。 乙ζK記して

厚く感謝する。

調査河川の概要及ぴ材料と方法

ピリンゴの生活史，特IL産卵生態，生長， 河川内分布に関する調査は， 1980年4月から 1981年2

月までの期聞に，北海道渡島半島南部に位置する流程約24kmの小河川，戸切地川で行なわれた(図

1)。
調査に先立ち，河口よりほぼ等間隔(約 1∞m毎)に 12の調査地点が設定された。 St.11ま，海か
ら波の打ち寄せる河口部で底質は砂質である。 St.2は，底質は砂質で流れはゆるく， Bc型の河川形

態的を呈する。 St.3-5は， 1つの河川断面に浮き石・沈み石を底質とする流れの速い早瀬，平瀬及

ぴ軟泥を底質とする流れのゆるい淵の3つの河床型を併せもつ。 St.6-9は， Bb-Bc移行型の河川形
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態で底質は全体的に沈み石で構成される

が，左岸IL軟泥域が存在する。また， St. 

8とSt.9の間には，感潮帯の上限があ

る。 St.10より上流では Bb型の河川

形態を示し， 左岸は急斜面の土壁となっ

ている。なお，右岸は， 河口域からコン

クリートブロックによる護岸が露出して

いる。河川水温は， St. 3-5において5

月から翌年3月にかけて 2.5-26.0.Cの

聞で変動し， 8月中旬に最高水温を， 1月

下旬IL最低水温を示した(図2)。

調査は毎月定期的に2回行なわれた。

ピリンゴの採集には主に投網(目合12

mm，網丈 3.0m) とすくい網(目合5

mm)を併用し，湖上稚魚の採集の場合に

のみ手網 (目合0.3mm) を用いた。得

られた標本は， 10%フォルマリン液fr.固

定後，標準体長， 体重を計測し，鱗によ

る年令査定 (年令は 4月を境に加算)を

行った。また， 卵巣重量を測定し生殖腺

重量指数 (GSI，卵巣重量/体重x100)を

求め，産卵期の雌成魚については， 体内

卵数，完熟卵の卵長径を計測した。

30 
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‘-CII 
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Fig. 1. M乱，pshowing the location of sampling 
自itesof the Hekiriji River. 企:自乱mpling
sも前，ion

'MMayJuneJuly Aug--p.0cげ…'.Dec下1Jan.Feb. Mar 
Fig. 2. Monthly changes of water temper抗urein the Hekiriji River from M乱，y，
1980もoMarch， 1981. 

産卵期には，その始まりと終了を推定するために St.3-5を中心にして，産卵孔を含む泥塊をスコ

ップで掘り出すことによって産着卵の採集を行い，併せて営巣・産卵行動の観察を行った。また， 営

巣行動の観察のためには，親魚の水槽飼育も行った。親魚は， 1980年5月から 7月までの聞に適宜採

集され，実験室に運ばれた。親魚の飼育には，不透明なポリエチレン製コンテナ (65X35x 33cm)を

用い， それには戸切地川におけるピリンゴの産卵場周辺から持ち帰った軟泥を半分の高さにまで詰

め，さらに泥底からlOcmの高さまで 15%0の海水を満たした。各コンテナ水槽には， まだペアを形
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成していないピリンゴ親魚を雌雄2尾づっ入れて飼育し，営巣行動を観察した。なお，

は飼育期間中 18.0-21. O.Cの範囲にあった。

北海道におけるピリンゴの地理的分布については， 1975年から 1981年までの問に各河川で行った

採集調査を基に，既往のいくつかの採集記録色付加して記述した。

報集産水大:lt: 

果

1) 産卵習性及び棲息場所

産卵習性: 戸切地川におけるピリンゴの産卵期を推定するために，産着卵の出現期間及び GSIの

季節変化が調べられた。 1980年の調査では，本:穫の産着卵は6月1日から 6月27日まで採集された。

なお， 6月1日!L採集された卵の多くは卵害l期!L，一方， 6月27日に採集ぢれた卵は癖化直前の発生
段階にあった。

結

Jul. 15 
N'51 

50 
コ

LーL-.J

Jun. 26，27 
N.51 

Jun. 19 
N.58 

May 2 
N=133 7

 
l
 

o
-
-

8
r
4
 

9
p
=
 

l
A
N
 

25 

- 20 

。

Jan. 23，30 
Feb. 7 
N.78 

Dec. 3 
N'25 

」ー.L---1

Nov. 21 
N'70 

LーL-.J

Oct. 29 
N.82 

L-...Lー」

Sep. 18 
N'57 

O 
Lームー」

7
 
Z
 2
 

.
2
 

E
l
 

u
z
 

A
同
n日

M|
 

a
d
n
v
 

角

4

内，-

15 

10 

ω 

。

Number of Individuals 

Fig. 3. Monthly change目ofgonad司自omatioindex in females of σ. cas伽 Ulain the Hekiriji 
River from ApriI， 1980 to February， 1981. 圃:2+ fish， ロ 1+fish. 区選:Juvenile 

ピリンゴの雌魚の GSIの季節変化を各年令群毎に示した(図3).4月中旬には GSIはまだ全体的

に低い値 (5%付近にモード)にあった。 5月上旬， GSIの個体数頻度分布のモ{ド値はやや高くな

った (10%付近)05月中旬をすぎると，頻度分布は GSIで約 15%にモードを持つ峰と約3%に

モードを持つ峰の2峰IL分かれた。 GSIの低い頻度分布の峰が現われる乙とから，一部の個体はすで

に産卵を終えたものと推測される。 6月中旬をすぎると， GSIの低い値 (0-596)をとる個体が増加

した。しかし，一方ではまだ GSIの高い値 (20%近く)を示す個体がある乙とから， ζれから産卵

に参加しうる個体も一部残っていると考えられる。 6月下旬には， GSIは急激に低下した (0-496)。

それ以降， 9月中旬をすぎるまで GSIは096に近い状態にあった。 10月下旬には， 卵黄の蓄積が肉

眼でも認められ， 11， 12月には， GSIは徐々に上昇した (0-496)。翌年1月下旬， 2月上旬には，

GSIが 1096に近い個体も少数出現した。なお， GSIの季節変化において各年令群聞ではほとんど差
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酒井・後藤: ピリンゴの産卵習性，生長，分布

異は認めちれなかった。

以上述べた産着卵の出現時期の確認及び雌の GSIの季節変化の結果より，戸切地川でのピリンゴの

産卵期は 5月中旬から 6月下旬の約1ヶ月半であると推定された。

産卵開始11::近い4月中旬，戸切地川の St.3， 4を中心とする汀線近くの軟泥域には，ゴカイ Nereis

sp.の小きな棲息.:fLK混じって，径約 1.0-1.5cmのピリンゴの産卵干しが多数観察された。場所によ

っては，干潮時K孔入口が完全に水面から露出するものも存在した。 ζうした観察から， ピリンゴの

産卵場所は流れのゆるやかな河口域の岸よりの浅所で，軟泥域K限られると推測された。

ピリンゴの産卵行動を野外及び室内水槽で観

察した。野外では，雄が自力あるいはゴカイの

棲息孔を利用して掘った産卵孔の付近K，それ

とベアを形成したと思われる雌が位置してい

た。この雌は，産卵孔tζ接近する他の雌個体に

対してのみ激しい攻撃行動をとるのが観察きれ

た。室内水槽では，雄が自力で産卵孔を掘るの

が観察された。ペアを形成した雌は，婚姻色の

現われた各絡を張り拡げながら，雄の直前で体

を左右t亡くねらせ，さらに雄の頭部K体をすり

寄せる行動を数回示した。そして，産卵が終る

と雄は産卵孔にとどまり卵を保護するのが観察

された。卵は，道津3)が報告したのと同様に，

軟泥表面から 5-lOcmの深さの壁面に一層11':.

産みつけられていた。保護雄は，干し内の泥を孔

の入口からはき出す行動をくり返し，孔入口の

周辺に径 4cmの塚状の小山を造った(図 4)。

そして，初めに径約 1.0-1.5cmであった孔の

入口は，後11':.径 5mm程の穴に狭められた。雄

は， その後塚の入口に頭部を向け， 毎分40数

回の割合で口を開閉させるζefとより水流を孔

の内部に送り込む行動をくり返した。なお， 6 

月16日K産卵したピリンゴの卵は3 水温18.0

-21.00C の下で産卵後 14 日目 K~際化した。 1際

化直後の仔魚の全長は平均で 6.0mm(7尾

計7J¥1J)であった。

次に，ピリンゴの繁殖特性の指標として，成

p 

b 

?守cm
Fig. 4. A cross section of a room for bre. 
eding of O. 008的neain the muddy 
bottom and the m品leparent guarding 
over the eggs. 
p: pellets of mud brought from the 
breeding.room， m: male goby， 
d: deposited eggs， b: breeding-room. 

熟した雌魚の苧卵数が計数され，また完熟卵の卵径が計測された。苧卵数は 206-1041粒 (56個体，

体長 33.3-68.6mm)の範囲にあった。なお3 苧卵数を年令群別にみると， 1+は206-587粒， 2+は

482-1041粒の範囲にあり， 2+の苧卵数は 1+の2倍近い値であった。そして字卵数と雌体長との聞

には，高い相関関係が認められ，アロメトリー式で回帰された(lOglOE = 1. 837十O.0174 L， E:字卵

数， L:標準体長3 相関係数 r=0.9238) (図5)。卵サイズについては，完熟卵を持つ6個体の卵長径

を計測した結果，各個体の平均値は， 1.23-1. 55mmの範囲にあった。

棲息場所:河川に棲息するピリンゴの成魚・若魚の微棲息場所を戸切地川における単位形態内で調

査した。その結果を St.4， St. 6， St. 10 における戸切地川での典型的な河川断面図を用いて示した

(図6)0 St. 4では，ピリンゴは淵K最も高密度に分布し， 隣接する早瀬にも比較的多くの個体が棲

- 13-
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息していたが，平瀬にはほとんど棲息が認められなかった。 St.6では，左岸の軟泥域fr.密fr.棲息し，

沈み石の底質域である平瀬には，ピリンゴの棲息密度は低く， 散在しているのが観察された。また，

St. 10では，左岸の土壁域に限りわずかの個体が棲息するにすぎなかった。

一方， ~醇化後の海生活を終えた稚魚は， 7月下旬から 8月上旬に湖上し， その後， 河口域の川岸の

浅所で群れをなして棲息しているのが観察された。しかし， 9月には上記した成魚と閉じ微棲息場所

で底棲生活に入る ζとが確認された。

以上の観察結果から，ピリンゴの主な微棲息、場所は， 河口域の岸近くの流れのゆるい軟泥底質域で

あると推定された。

2) 生長及び寿命

生長: ピリンゴの生長パターンを明らかにするために， 1980年4月から翌年2月までの間，戸切
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ピリ γゴの産卵習性，生長，分布

地川で採集きれた個体の月毎の体長組成を示した (図7，8)。なお， 本種Kは道津3)が指摘したよう

に，雌雄聞に生長の違いが存在するため，雌雄別に体長組成を表示した。また， 体長組成は各月で2

峰型を示した ζとから ca田Jeの方法6)で，各峰を分解した。

酒井・後藤
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まず，雄についてみると， 5月下旬に認められた明瞭な2峰型は， 1+と2+の年令群11:相当すると

推定され，前者は体長 35.75mm /r..一方後者は 49.∞mm1とモードをもった(図 7)0 6月中旬p 乙
れらの峰は，採集個体数が極端に減少 (17個体)したために一時消失した。しかし， ζれは雄の多く
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の個体が卵保護のために産卵孔にとじ ζ もったために採集きれなかった乙とによると考えられる。 6

月下旬には，再ぴ多数の個体が採集された (92個体)が‘ 2+K相当する峰はほとんど消失した。 7月

中旬，採集個体数が減少した。 ζれはz 産卵後2+のほとんどの個体と 1+の多くの個体が死亡するた

めであろうと推測される。 8月上旬，海生活をしていた稚魚が棚上し. 体長25.∞mmKモードを持
つ新たな 0+の体長組成の峰が認められた。 ζの後. 1+の採集個体数はさらに減少し，雄個体群は0+

が主群になった。

一方，雌についてみると， 5月下旬には雄と類似した明瞭な2峰が認められた(図的。各峰は， 1+ 

及ぴ 2+の年令群IC相当すると推定され，体長のモードは前者が 40.00mm，後者が 59.∞mmIとあっ
た。 6月中旬，維は3 雄iとみられた極端な採集個体数の減少は認められず， 比較的多数の個体が採集

され (91個体)， 1+と2+の年令群に相当する 2つの峰型が維持された。 これは. 雌は，産卵が終る

とすぐに産卵孔の外に出るため， その採集が容易であった ζとを反映したものであろう。 7月以降で

は，体長差を除き雌の体長組成Kは，雄の場合と顕著な差異は認められなかった。

なお， Cassieの方法によって分解された各年令群の体長組成が正確に年令群を反映しているか否か

を検討するために， 5月下旬に採集した個体について鱗による年令査定を行った後. その体長組成を

示した(図 9)。採集した全個体の年令は，鱗相から，雌雄とも 1+かまたは 2+であると推定された。

各年令群の体長モードは， 雄の 1+が 36.0mm，2+が50.0mmにあり， 前述の体長頻度分布より求

めた同時期の 1+のモード (35.75mm)， 21のモード (49.00mm)の値とほとんど差が認められなか

った。また，雌においても，両方法で求めたモード値には，差が認められなかった (鱗による年令別

1+: 40.∞mm， 2+: 59. oomm ;体長組成による令別 1+:40.00mm， 2+: 59.∞mm)。従って， Cassie 
の方法によって分解された体長組成は， 各年令群の体長組成をほぼ正確に反映していると判断され

Tこ。

次K，各月毎の体長組成の各峰のモードをプロットし， ピリンゴの各年令群の生長曲線を求めた

(図 10)。各令とも雌は雄よりも生長がよく，雌雄聞の体長差はすでに7月下旬の湖上稚魚において有
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意であった(雄23.7士0.52mm，雌27.6士0.43mm，9596信頼区間)。湖上後も雌は雄に比べて生長

速度が高しそのため， 雌雄聞の体長差は一層広がった。稚魚は， 9月下旬まで雌雄とも急速に生長

するが， その後， 生長はゆるやかになり 12月以降の冬期間には生長は停滞した。 ζうした生長パ

ターンの季節変化は， 1+においても同様に認められたが， 高い生長速度を示す期聞が0+と比べて短

かく， 9月中旬をすぎると生長が

停滞する点で幾分異なった。
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3) 河川内分布と北海道内におけ

る分布

河川内分布: 戸切地川におけ

るピリンゴの流程に治った分布域

は，各季節を通じてほぼ感潮帯と

一致していた(図11)0 t.rお， 8月
以降感潮帯を越えて，その上部に

ピリンゴの分布が認められたが，

それらの個体は， 1個体の1+を除

きすべて0+であった。 また， ピ

リンゴの相対的な棲息密度は，

St. 3-5で最も高く，調査期聞を

通じて上流K向う程，棲息密度は

減少する傾向にあった。

北海道内における分布:北海道

におけるピリンゴの採集地点を，

既往の採集記録も付加して図に示

した(図12)。なお， 図には従来
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目 60.
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Fig. 12. Geogr品phicdis仕ibutionof Ghαωo(Jobiusωstanea and Rhodonichthys laωis也
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communication). 
1. River Assabu; 2. R. To自hibetsu; 3.品nold w乱，terw品yof R. Horikappu; 4. 
Lake Moerenuma; 5. R. Hamamasu; 6. R. Rumoi; 7. R. Teshio; 8. R. Shi-
korom品nai; 9. R. Hωhikure; 10. R. Tδbetsu; 11. R. Moheji; 12. R. Ryiikei; 
13. R. Hekiriji; 14. R. Ono; 15. R. Kunebetsu; 16. R. Ma旬ukura; 17. R. 
Shiodom品ri; 18. R. Shirikishinai; 19. R. 0色oshibe; 20. R. Yiir品ppu; 21. R. 
Shiraoi; 22. R. Tarum帥 23.R. Nishiki句ppu; 24. R. Abir品 25.R. Atsuma; 
26. R. Mukaw晶 27.R. S晶ru; 28. R. Oik品m品n乱.I; 29. Lake Yudonuma 30. R. 
N品g晶fushi; 31. R. Shirωunakaw品 32.R. Kushiro; 33. R. Oboro; 34. R. 
Bekanbeushi; 35. R. Biwase; 36. R. B白色白g乱 37.R. Pon-yaushubetsu; 38. R. 
Tokot組 39.R. Shunbetsu; 40. R. M，品kunbetsu; 41. L乱keTδfu旬u; 42. Lake 
Moko旬 43.R. S乱，ruru; 44. R. Okoppe; 45. L乱keKuccharo; 46. R. Sarufu旬u;
47. R. Onishibetsu; 48. R. Tokimae. 

ピリンゴとその近縁種ジュズカケハゼとの分類が正確さを欠き， 混同して記録されてきた事情がある

ζとを考慮して，ヲュズカケハゼの採集地点も併記した。

ピリンゴは， 日本海側では 5河川(厚沢部川旧河川，利別川，浜益川，留萌川，天塩川旧河川1)，津軽

海峡側では， 10河川(橋呉}I¥'当別}I¥，茂辺地川，流渓川，戸切地川，大野川，久根別川，松倉川，汐泊

}I(，尻岸内}II)で採集された。また，太平洋側では 4河川(ユ{ラップ}I(，錦多峰川，安平川，尾幌川)

で採集され3 他11::落部}!Fl及ぴ別寒辺牛}I(Blでの採集記録がある。根室海峡側では5河川(5JIJ当賀川，
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ポンヤウシュペツ川3 床丹川，春別川，茶志骨川水系マクンペツ)11)で採集された。一方， オホーツ

ク海側では，湾沸湖3 藻琴湖，クッチャロ湖の3湖沼で採集されたが3 河川では全く採集されなかった。

なお，本種と近1縁なヲュズカケハゼは， 日本海側の6河)11(利別川水系餓川， 堀株川旧河川¥，浜益

)11，天塩)11，息頃関内)11)，太平洋側の 10河川(白老川，樽前)11，安平川，厚真川，鵡川， 沙流川，

生花苗川，長節)I¥' 白砂)11， 琵琶瀬川1)と 1湖沼(湧洞沼)， 根室海峡の 1河)11(ポンヤウシュペツ

)11)及ぴオホーツク海側の5河川(沙留川，興部川，猿払川，鬼志別川， 時前)1¥)と 1湖沼(クッチ

ャロ湖)で採集された。他K，モエレ沼(小宮山，未発表)及ぴ釧路)119)での採集記録がある。

考 察

ハゼ科魚類の一種ピリンゴ Chaenogobiuscastaneaは，高木1)2)Kよって近縁種ヲュズカケハゼ

Rhod，仰 ichthyslaevisとの形態差が明確にされるまで，両者は混同され3 ピリンゴとして扱われてき

た。そのため，地理的分布や生活史については必ずしも充分に明らかにされているとは言えない。宮

地ち引は，以上の事情を考慮して， 本種の日本における分布を本州・四国及び九外!と記載している。

しかし，今回の調査によって北海道の河川や湖沼にも分布する乙とが明らかになった。

北海道において，ピリンゴはほぼ全域に分布するが， 地域によっては分布にかたよりがみられる。

つまり，津軽海峡に面した河川の汽水域には特に多く棲息するのに対し， 太平洋側では少なし特に

日高地方と十勝地方のほとんどの河川では採集されなかった。 乙うした分布のかたよりの主な原因と

しては， 1) 北海道における河川内棲息域が主に汽水域に限られるという種自身の生態的特徴， 2) 

近縁な~ュズカケハゼとの棲み場所をめぐる種間関係，及び 3) ピリンゴの起原と分布域形成という

歴史的要因の3つが挙げられる。第1の要因に関しては3 分布に乏しい太平洋側においても 3 勇払原

野を流れる錦多峰)11，安平川及ぴ根車1/原野を流れる尾幌)I¥' J.lIJ寒辺牛川といった Bc型の河川形態を

もっ河口域がよく発達し，広い汽水域を有する河川にはピリンゴが棲息し，一方， 急峻t.;.山岳地形が

海岸近くまで迫り， Aa-Bb移行型あるいはAa型のまま海K注ぐという特徴をもっ日高地方や十勝地

方の河川には，本種の棲息が認められないという事実から示唆される。根室海峡f1:面した湿地帯を流

れる河川にも本種が多く分布するという ζとも， とのことを支持するようである。第 2 の~ュズカケ

ハゼとの分布関係、については，道内全域tとおいて両種が共存する河川が， ζれまでのところ，天塩川，

浜益川，安平川，ポンヤウシュペツ川， 及びクッチャロ湖の4河川， 1湖沼に限られ， ほとんどの汚

川や湖沼ではいずれか一種のみが棲息するという事実， 及びピリンゴの分布が比較的乏しい日高・十

勝地方やオホーツク海側の北部地域では，ヲュズカケハゼが比較的多く分布するという事実から， 両

種の聞には棲息場所をめぐる競争関係があるかもしれないと推7Jl.IJきれる。さらに， 第3の歴史的要因

については，現在のと乙ろピリンゴがどζで起原したかについてほとんど解っていないζとから， 詳

しく言及する ζとは困難である。 しかし，青柳10)は，ピリンゴをシベリア系魚類と区分し，また，最

近 Pinchukll)は，クュズカケハゼとの区別をした上で， 本種がサハリン及び色丹島に分布していると

とを明らかにしている乙とから判断すると， ピリンゴは北方起原種である乙とは間違いないようであ

る。また， ピリンゴは両側回遊性の生活史をもつことから，その分布域の形成には海流の経路が強く

影響したであろうと推測される。背後には渡島山地が迫り， 比較的急な流れで海f1:注ぐ津軽海峡に面

した多くの河川における本種の分布は， 第1の要因で述べた ζととは矛盾するかのようであるけれど

も3 ζうした歴史的な分布域の形成の問題と係わっているのかもしれない。なお， 日本以外における

ピリンゴの分布については，先K挙げたサハリン，色丹島11)の他K，朝鮮半島南部12)から報告されて

いるにすぎない。また， Pinchuk11)は，形態的・生態的Kピリンゴとひュズカケハゼとの中間的な特

徴をもっ C.taranetziが沿海州に分布することを報告している。 乙うした ζとから，ピリンゴの地

理的分布及び近縁なヲュズカケハゼや C.taranetziとの分布関係については，今後一層詳細な研究が

必要であろう。
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河川内の流程fC沿った分布fL関しでは，ピリンゴの分布上限が感潮帯上限とほぼ一致し，また高木2)

が指摘したように2 本種は好塩性魚類(汽水性魚類)である ζとから，その分布の上限は， 塩分濃度

によって規制されていると推測される。 8月以降;感潮帯上限を越えて当才魚の棲息が認められたが，

それは稚魚の方が成魚に比べて低塩分への耐性が高いことによる現象であろう。また，戸切地川では，

河口から上流に向うほどピリンゴの微棲息場所である流れのゆるやかな淵の軟泥底質域が減少し， そ

れとともに本種の棲息密度も減少した。乙の乙とから， 底質環境もピリンゴの河川内分布を規制する

1つの要因となっている可能性が示唆される。

これまで，ピリンゴの産卵習性及び生活史fC関しては，道津3)による九州福岡市内における調査報

告があるにすぎない。なお，ピリンゴの産卵習性については， 片山13)が富山県の淡水池での調査，ま

た，室谷・佐藤14)が青森県の純淡水沼での調査に基づいて報告している。しかし， ζれまでピリンゴ

が純淡水沼で一生を送るという例は確認されておらず， 彼らが調査した魚種はいずれもピリンゴに近

縁なヲュズカケハゼであろうと考えられる。

そζで，本調査結果と道津3)の結果を比較する ζとによって，戸切地川産ピリンゴの産卵習性及ぴ

生活史特性について考察する。まず，産卵習性についてみると， 福岡では本種の産卵期は 1月下旬か

ら4月末までであり， 河口近くの汽水域の砂泥底が産卵場である。そして， そ乙tと棲u'アナラャコ

Upogebia major DE HAANの棲息孔を産卵室として利用し産卵する。 これに対し，戸切地川のピリ

ンゴでは，産卵期が5月中旬から 6月下旬までと遅く始まりまた期間も短かい。産卵期が遅れる原因

には，緯度の差による河川水温の上昇の時期的ずれが挙げられる。つまり， 福岡ではピリンゴの産卵

開始時に当る 1月下旬の河川水温は，そ乙での他のハゼ科魚類についての調査結果から， 100C前後と

推定され15-17)，一方，戸切地川ではそれと同水温fC上昇するのが5月中旬頃であることによる。産卵

期が短かいことについては 6月以降水温が急上昇することと関係している可能性が考えられるが，

詳しいことは明らかでない。

と乙ろで，今回調査したピリンゴの繁殖行動は， 雌魚による繁殖テリトリ{の形成と雄魚への積極

的な求愛行動などの点において，ヲュズカケハゼの繁殖行動13)18)19)と極めて類似する。道津16)は，繁

殖行動に関係のある形質としての婚姻色について，ウキゴリ 15)，クポハゼ17)，ニクハゼ20}，イサザ叫

についての観察結果から，ピリンゴを含むウキゴリ属魚類では， 他の多くの硬骨魚類と異なり，雌魚

にのみ婚姻色が現われるという特徴をもっζとを指摘している。また，ピリンゴの成魚の体サイズは，

同一齢で雄魚に比べて雌魚の方が大きく， 同様の雌雄差は， チクゼンハゼ16}， クポハゼ17l， ニクハ

ゼ20l，ヲュズカケハゼ22)などのウキゴリ属魚類及ぴその近縁種でも認められている。最近，岸18)19)は，

ζのよろな雌tとみられる形質は， ζれらの種族の繁殖期における特異的な社会行動と関連がある， と

いう指摘を行っている。以上の点から，ピリンゴの繁殖行動をより詳細に研究するととは， ウキゴリ

属を含めたハゼ亜目魚類の社会行動の進化を明らかにする上で興味深い課題の一つであると恩われ

る。

次fL，戸切地川産ピリンゴの生活史特性を明らかにするために，一腹卵数， 寿命及ぴ生長を指標に

とって，福岡産のものと比較すると，一腹卵数は，戸切地川産ピリンゴが体長40-58mmの個体で約

330-7'∞粒であり，福岡産の同体長の個体の一腹卵数 (204-573粒) に比べて明らかに多い。そし

て，戸切地川では産卵主群が1年魚であり， 寿命が2年であると推定されるのに対し，福岡では l年

魚と 2年魚が産卵主群を構成し，寿命も 3年と長い。初期生長については，戸切地川のピリンゴは，

解化後約1ヶ月 (7月下旬-8月上旬)で既に雌雄とも体長が20mmを越えるのに対し，福岡では同

体長fL達するのに2ヶ月以上を要している。従って，高緯度で低水温下にあるにもかかわらず， 戸切

地川のものは，福岡のものよりも初期の生長速度が高いと考えられる。

以上の比較から，戸切地川産のピリンゴは，福岡産のものに比べて短かい生活環， 高い繁殖カ，高

い生長速度という生活史特性を有すると推測される。そして， 乙うした特性は，寒冷な地域でピリン

-21ー



北大水産業報 33(1).1982. 

ゴが個体群を維持する上で適応的であり， そのために自然選択されてきたのであろうと考えられる。

要 約

1975年から 1981年の問，北海道南部の戸切地川を中心fL，ピリンゴ Cha.enogobiuscastaneaの産

卵習性，生長及び分布について調査し，以下のととが明らかになった。

1. 戸切地川でのピリンゴの産卵期は，産着卵の出現時期の確認及ぴ雌の GSIの季節変化から， 5月

中旬から 6月下旬と推定された。産卵場は， 河口域の汀線近くの流れのゆるやかな軟泥域にあった。

雄成魚は，ゴカイの棲息孔を利用して拡げるか，自力で泥底fL穴ぞ掘るかして産卵孔を造った。成熟

雌は，産卵孔のまわりにテリトリーを形成し，雄1<::対して求愛行動を示した。

2. 字卵数と雌の体長との聞には，高い相関が認められた (r=O，9238)。年令別にみると， 1+ (体長

33.3-48.5mm)は， 206-587粒，計(体長49，O-68.6mm)は， 482-1041粒の範囲にあった。完

熟卵の卵径は，各個体の平均値で 1.23-1， 55 mmの範囲にあった。

3. 卵は，室内水槽(水温 18.0-21. OOC)で受精後14日で癖化し， ~醇化直後の仔魚の全長は， 平均

で6.0mmであった。癖化後， 海lと降りて生活していたどリンゴの仔魚は， 7月下旬から 8月上旬に

かけて群をなして湖上し，河口域の流れのゆるやかな岸よりの淵や平瀬の軟泥域で底棲生活を始めた。

ピリンゴの戸切地川における河川内分布域は，各季節を通じてほぼ感潮帯fL対応していた。また， 体

長組成の峰の推移と鱗による年令査定から， 戸切地川でのピリンゴの寿命は約2年であると推定され

Tご。

4. 本種は，北海道のほぼ全域の河川や湖沼にも分布するととが明らかになった。しかし， 地域によ

って分布にかたよりが認められ，津軽海峡と根室海峡1<::面した河川には多く分布するのに対し， 太平

洋側では分布が不連続で，特fL日高地方と十勝地方のほとんどの河川では，棲息が確認されなかった。

5. 以上の結果にもとづいて，ピリンゴの河川内分布及び地理的分布喜子支配する要因について考察し，

また，北海道におげる本種の生活史特性について， 九州産のそれとの比較を行う ζとによって論議し

Tこ。
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